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⇒大学において学修するための基礎知識 Ⅰ〜Ⅶ

Ⅰ．「履修する」ということ　−所属する学科の課程を学び修めること−
　各学科の課程には、「必修科目（所属する学科で必ず履修しなければならない科目）」とそれ以外
の科目 「選択科目」があります。このうち「選択科目」については、 皆さんの学修目的に沿って、
自分自身で科目を選びます。所属学科の中心的な科目である必修科目を学修するとともに、その周
辺科目である選択科目を自分で選ぶことで、自分なりの学修体系をつくりあげていくことになりま
す。なお、履修するためには、大学が定める期間内に「履修登録」する必要がありますので、必ず
覚えておいてください。
　皆さんは、近い将来、就職活動など自分の進路を決定しなければならない時期がやってきます。 
自分の可能性を大きく広げるために、基礎となる大学での学修に主体的に取り組んでください。

Ⅱ．本学の学期はセメスター制
セメスター制とは、１年間を前学期（15 回）と後学期（15 回）の２学期に分け、学期ごとに、 

配当科目が定められ、授業・試験・成績評価を行う学期制度です。各科目は、半年間で完結します
（一部科目を除く）。
　卒業までには、２学期×４年＝８学期あります。卒業までの４年間の履修計画を立て、そして年
度ごとに修正しながら、各学期の配当科目を学修していくことが大切です。

Ⅲ．大学の授業科目は単位制　−学修時間と単位の関係−
　各科目の単位数は、文部科学省が定める大学設置基準に基づき、教室における学修時間数と教室
以外（授業以外）での学修時間数（予習・復習の時間）の合計で決まります。
　２単位を修得するためには、

授業科目　１コマ＝２時間 / 週（本学では 90 分）× 15 回
修得のための予習復習時間＝４時間 / 週 × 15 回

の時間数が必要とされます。
　例えば、前学期で 22 単位（11 科目）履修登録した場合、１週間で授業以外に「４時間× 11 ＝ 44 時間」
の予習・復習が必要となり、月〜土の６日間で考えると、１日平均約７時間の予習・復習が必要と
なります。したがって、無制限に履修登録すると消化不良を起こしてしまいます。そこで本学では、
年間で履修登録できる単位数と学期ごとに履修登録できる単位数にそれぞれ上限を設けています。
詳細は 11 ページ「２ 履修登録」を参照してください。

Ⅳ．カリキュラム（学修体系）の特長　−いろいろあるのが本学の特長−
　皆さんは、将来の目標があって、それぞれの学科を選び、入学してきました。本学では、それに
応えるべく、皆さんが満足できる、そして自信を持って皆さんを社会に送り出せるようなカリキュ
ラムを作っています。カリキュラムには、本学の伝統に培われた教育理念と、学風が盛り込まれて
いることを、皆さんはしっかりと感じ取ることができるでしょう。以下に、科目の種類と学修体系
の特長を記します。

　１．科目の区分
　　【必修科目】
　　　必ず履修して、単位を修得しなければならない科目です。
　　　１科目でも不合格だと卒業できません｡
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　【選択必修科目】
　限定された科目群の中から、指定された単位数を修得しなければならない科目です。

　【選択科目】
�　より専門性を高めるために、自分の意思で自由に選択できる科目です。卒業要件の必要単位
数以上を修得しなければなりません。

　２．学修体系の特長
　【総合教育科目・外国語科目・専門教育科目・特別プログラム】

本学のカリキュラムは、総合教育科目、外国語科目、専門教育科目、特別プログラムの４つ
に大別されます。

　【グローバル教育科目】
�　特別プログラムの１つです。グローバル化時代に対応した大学教育の必要性から実施する専
門的な教育科目で、日本および世界の食料、農業ならびに環境に関する現状と課題を総合的に
理解してもらうことを目的に開講している科目です。

　【教職課程・学術情報課程】
　　　教員免許や学芸員資格の取得をめざす学生のために開講しています。

　これらの課程を履修する場合は、所定の手続きを自分で行い履修登録をしなければなりません。

Ⅴ．履修登録する　−選択科目を選ぶ、そこに自分の可能性が詰まっている−
　必修科目以外の選択科目をいかに選ぶか。皆さんが、より良い学修体系を創造していくためのア
ドバイスです。

　１．自分の学修体系を決める
　　　卒業までの４年間を総合的に把握し、卒業後の将来を見据えた計画を立ててください。

　２．科目名をチェック ⇒ 科目名で大体の内容をイメージ
◇自分の学科配当の選択科目
◇自分の学部配当の共通科目
◇他の学部、学科の科目

　３．シラバス（講義要項）で科目の講義内容を確認
　�　科目名だけでは、実際の講義内容の詳細はわかりません。シラバスには、 全科目の授業概要

と到達目標、授業の進行、評価の方法など詳細が記載されていますので、活用してください。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

基礎・教養
専門基礎　

知識・技術の習得
応用、専門基礎　

研究テーマ設定
専門分野の研究

卒業論文作成　　
就職・進学の活動

卒業論文の作成
就職活動、進学準備

研究室に所属し、
研究スタート

３年次からの研究に向けて基礎を身につけ、
自分の興味・関心を絞り込む
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　４．履修登録 ⇒ 履修登録期間を確認
　　�　前学期の履修登録期間・履修修正期間に、後学期の開講科目を含めて、１年間分の科目を履
修登録します。

　　　後学期の履修登録期間・履修修正期間は、後学期科目のみ追加・削除・変更が可能です。
　　　履修登録するための諸注意を、11 ページ以降に記載していますのでよく読んでください。
　　　 【重要】履修登録は、定められた期間にしか行うことができません。
　　　　　　　忘れずに、また間違いのないよう慎重に登録してください。

Ⅵ．学生の皆さんへの注意事項　−自分のことは自分で、責任を持って−

　１．配付した書類は熟読してください。
　２．学生ポータルをこまめに確認する習慣をつけてください。
　３．期限は厳守してください。（期限後は受付けません）
　４．学生教務課窓口の業務時間【平日】8：30 〜 17：00（時間外は受付けません）
　　　※�学生教務課窓口に来ることができない場合は、下記電話番号かメールアドレスにご連絡く

ださい。
　　　　電話番号：０１５２―４８―３８１３
　　　　メールアドレス：o-kyomu@nodai.ac.jp

Ⅶ．学部・学科等の名称の短縮表示・表示順番について
　本学では、学科等の名称を略して表示することがあります。また、掲示などの順番も原則として
次のように行います。

表示順番 学科名等 短縮名

１ 北方圏農学科 北農

２ 海洋水産学科 海洋

３ 食香粧化学科 食香

４ 自然資源経営学科 自然

表示順番 学科名等 短縮名

５ 全学共通科目 全学共通

６ 教職課程 教職

７ 学術情報課程 学術



月

5日（日） 入学式

6日（月）～10日（金） 新入生ガイダンス・健康診断

2026年 新入生オリエンテーション　等

4 在学生ガイダンス・健康診断

13日（月） 前学期授業開始（7/17まで）

30日（木） 【休講日】

1日（金） 【休講日】

6日（水） 【授業日】憲法記念日の振替休日

18日（月） 【授業日】大学の記念日

6
17日（金） 前学期授業終了

20日（月）～24日（金） 前学期定期試験（7/20海の日は定期試験を実施）

27日（月）

3日（月）～7日（金） 追試験

夏季休業　　

夏季集中授業、各種教育プログラム

上旬 前学期科目の評価開示

25日（金） 体育祭

28日（月） 後学期授業開始（1/19まで）

10日（土） 収穫祭（準備・前夜祭）

11日（日）・12日（月） 収穫祭

13日（火） 【休講日】収穫祭の後片付け

3日（火） 【授業日】文化の日

23日（月） 【授業日】勤労感謝の日

12 23日（水） 冬季休業

11日（月）

12日（火） 【休講日】

13日（水） 後学期授業再開

2027年 19日（火） 後学期授業終了

1 20日（水）～22日（金） 【補講日】

22日（金） 卒業論文題目届の提出期限（3年次生）

25日（月）～29日（金） 後学期定期試験

29日（金） 卒業論文の提出期限（卒業年次生）

8日（月）～12日（金） 追試験（2/11建国記念の日は追試験を実施）

下旬 後学期科目の評価開示

5日（金） 卒業確定者及び進級確定者の発表

6日（土） 学校法人の創立記念日

17日（水） 学位記授与式
注：上記スケジュールは予定であり、変更することがあります。変更が生じた場合は、随時、学生ポータルにて周知しま
す。

― ４ ―

5

7

２０２６年度 生物産業学部年間授業計画

日（曜日） 行事予定

11

10

9

8

3

2
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　学生ポータルとは、学生生活を送る上で必要な情報を Web 上で確認できるシステムです。
　�　個人の呼び出しや授業の情報等がインターネットに接続しているパソコン・スマートフォン等

から確認できます。また。履修登録や成績の確認、オフィスアワー、シラバスの検索など授業の
受講に必要な手続きにも利用します。
※このてびきではパソコン用画面に沿った説明を記載しています。

　（１）ログインの方法

　（２）各メニューの使い方

東京農業大学ホームページ
https://www.nodai.ac.jp

①［在学生の方］を選択

②［学生ポータル］を選択
使用するデバイスを選んでアクセスして

ください。

 ・ 「学生ポータルパソコン用」

 ・ 「学生ポータルスマートフォン用」

在学生の方

１　学生ポータル

Ａ ➡

Ｂ ➡

Ｃ ➡

③「利用者ID」に学籍番号を入力し、

「パスワード」にパスワードを入力し、

［ログイン］を押します。
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◇ My 時間割
各自の授業時間割を確認できます。

　　教室変更や休講情報、課題の連絡等の重要な情報を確認できます。

講義連絡

レポート課題

「開講科目名」を選択すると

授業についてのお知らせを確認できます。

試験や授業の受講についての案内もあり

ます。授業の前に必ず確認してください。

「開講科目名」を選択すると、レポート

課題についてのお知らせを確認できます。

作成したレポートは、以下の手順で提出

してください。

［レポートを提出する］を押すと

詳細と下記の画面が確認できます。

（履修中の科目のみレポート課題を提出

できます。）

レポートの内容を確認し、指定の書式で

課題を作成してください。

A 上部メニューバー
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【ファイルを選択】から

作成したファイルを選択してください。

必要があれば提出コメントを入力し、

［レポートを提出する］をクリックして

ください。提出後、提出状況の表示（「提
出済み」「受理」「再提出」等）を必ず確

認してください。

①「教務掲示」から

［時間割表］を選択

②［時間割表］を選択

③［【オホーツク】時間割表］を選択

◇教務掲示
　　授業に関する情報の確認や履修登録、成績の確認ができます。

・時間割表
　　　各学年の時間割や集中授業等のスケジュールを確認することができます。
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・教務掲示一覧
　　　教員および学生教務課等からの、授業に関するお知らせを掲示しています。

�　講義の受講方法、レポート課題についての連絡など、授業を受ける上で必要な情報を確認で
きます。

　【教務掲示の検索方法】
　　　ページ下部の検索条件から必要な情報を検索できます。

�　詳細検索条件の「▼検索条件を開く」をクリックすると、過去の掲示内容や教員名・開講番
号で検索できます。

④閲覧したい時間割を選択

⑤閲覧したい時間割を選択するとPDF

をダウンロードすることが可能です。
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①「教務掲示」から

［教務掲示一覧］を選択

②履修している科目に関するお知らせが

表示されます。

〜メッセージ種別〜
　休講情報 休講する科目と日程について
　補講情報 休講した科目の補講日等について
　時間割変更情報 教室・時限・曜日変更等（一時的な変更）について
　講義連絡（p. ６）	 授業に関するお知らせや課題・試験等について

レポート課題（p. ６）	 レポート課題の詳細と提出について
　授業日程変更 	�授業の時限・教室変更（学期末または授業終了期間までの変更）

について

・あなたの履修
　当該年度の履修登録期間に登録した科目の確認ができます。

※未登録の科目の受講や試験の受験はできません。
・あなたの成績台帳

　　　成績、単位修得状況、GPA 等を確認することができます。

◇シラバス
　授業の内容を確認することができます。成績評価の基準等、履修登録する前に必ず確認してく
ださい。

◇オフィスアワー
　授業担当者の連絡先や質問方法、対応時間が掲載されています。授業時間外で質問する場合に
利用してください。

◇キャビネット
　ガイダンス資料や時間割表、集中授業スケジュール、年間授業計画、各種申請書類などをアッ
プロードしています。
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B 週間スケジュール

C お知らせ

　授業の予定や大学の予定を確認できます。
　　科目名をクリックすると講義連絡等も確認することができます。

　なお、隔週で開講している科目は毎週表示され、集中科目は表示されない場合があります。

◇全学共通のお知らせ
　農大生全体にお知らせしている内容です。授業の運営方針やシステム障害等、重要な内容をお
知らせします。

◇各キャンパスからのお知らせ
　所属キャンパスごとのお知らせです。履修登録や定期試験、奨学金等についてお知らせします。
必要な情報を確認してください。

◇あなた宛のお知らせ
　個人宛に送っているお知らせです。

　�　特定の学科、学年のみに送信している連絡、授業に関するお知らせ、教員や学生教務課からの
呼び出し等のお知らせがあります。必ず確認し、対応してください。
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 （１）履修登録の流れ

◇ 履修登録にあたり予め「履修のてびき」「学生生活ハンドブック」「シラバス」で修得すべ
き単位数、各授業科目の履修方法、履修条件を理解しておくことが大切です。

◇ 履修登録は学生ポータルから Web 上で行います。履修登録の方法（19 ページ）を熟読し、
手続きをおこなってください。
※履修登録前に「住所等の登録」が必要です（24 ページ参照）。

２　履修登録

※後学期日程は９月上旬に学生ポータルにてお知らせします。

　次の12ページ以降には履修登録にあたっての重要な情報を掲載していますので、よく確認
して、19ページ以降の「４履修登録の方法」の手順に従って、登録してください。

全学生が必ず各自で履修登録し、登録内容を確認してください。

履修登録の流れ 前学期 後学期 詳細・備考

ガイダンス
履修計画を立てる

４月上旬
履修のてびき、各学科の「授業科目配当表」（学生生
活ハンドブック）、「シラバス」・「時間割表」（学生ポー
タル）を参照し、履修計画を立ててください。

授業開始 ４月13日 ９月29日
各自の履修計画に沿って授業に出席してください。
★履修確定前の授業にも出席してください。

履修登録期間

４月13日

〜

４月17日

９月中旬

学生ポータルの［教務掲示］の［履修登録（修正）］
から必要な科目を登録してください（19ページ　４履
修登録の方法）
★登録が完了した後、最終確認のため必ずページ全体
の印刷または画面のデータを保管してください。

期間中は終夜利用可能
ただし、8：30〜10：30はメンテナンスのため停止
最終日は17：00で終了

履修確認 ４月22日 ９月下旬
学生ポータル「あなたの履修」にて正しく登録されて
いるか必ず確認してください。

履修修正期間

４月23日

〜

４月27日

10月上旬

履修登録の方法に従い学生ポータル「履修登録（修正）」
から修正してください。

期間中は終夜利用可能
ただし、8：30〜10：30はメンテナンスのため停止
最終日は17：00で終了

履修確認 ５月８日 10月中旬
学生ポータル「あなたの履修」にて履修修正が反映さ
れているか必ず確認してください。
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 （２）履修登録の基礎知識

① 履修計画
下記次の 3 つの情報を組み合わせて、自分の 1 年間の履修計画を立てます。

◇ 学科のカリキュラム・科目を知る　→　「授業科目配当表」
各自の入学年度の「学生生活ハンドブック」の「授業科目配当表」で該当の学科のページ

を参照してください。学科ごとに定められたカリキュラムに沿って 4 年間に開講される科目
と卒業要件単位数を表で示しています。なお 2026 年現在は 2024 年度以降の入学生に適用さ
れる新カリキュラムと 2023 年度以前の入学生に適用される旧カリキュラムの両方が運用さ
れており、履修できる科目や内容も異なるため注意が必要です。

◇ 時間割を知る　→　「時間割表」
時間割は各科目の授業を実施する学期、曜日、時限、教室、担当者名などの情報を一覧に

した表です。
�　学生ポータルのメインメニュー「教務掲示」から「時間割表」を開くと各カリキュラムの
時間割や特別講義スケジュール等を閲覧することができます。なお、集中科目については「集
中授業スケジュール」として実施する日程、時間、場所などの情報を一覧表にし、掲載して
います。集中講義を履修する際は、授業スケジュールが重複していないことをよく確認して
から履修登録を行うようにしてください。

◇ 各科目の内容を知る　→　「シラバス」
学生ポータルのメインメニュー「シラバス」のプルダウンメニューから検索方法を選んで

開きます。履修したい科目を検索して、授業の概要、到達目標、各回の進行、評価の方法な
どの詳細を閲覧することができます。

② 履修のための基礎知識
履修登録のために必要な以下の主なキーワードを理解しておきましょう。

キーワード（例） 説 明

開講番号（O0000）
オホーツクキャンパスの頭文字であるアルファベットの O ＋数字 4 ケタ
から構成される科目ごとに設定された番号です。

科目名（一）・（二）
科目名＋（漢数字）［例「英語（一）」］などの漢数字はその科目が別内容
の科目であることを表しています。科目によっては数が大きいほどレベ
ルが高いことを示している場合もあります。

科目名 A・B
科目名＋アルファベットクラス［例「実用英語（一） A」］はクラス分け
をしている科目です。一部の科目を除き、各自の時間割に合わせて選択
できます。

集中科目

曜日・時限を固定した科目とは異なるスケジュールで実施する科目を指
しています。前学期集中、後学期集中、通年集中の 3 種類あります。詳
細は集中授業スケジュールに掲載していますが、学期開始時に日程や詳
細が決まっていない科目もあるので履修登録には注意が必要です。
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 （３）履修登録上の注意事項

① 以下の科目は自動登録とします。

② 次のとおり１年間に履修できる単位数を制限します（キャップ制）。
学期ごと及び１年間に履修できる単位数は制限されています。これをキャップ制といいます。

制限を超えて登録した場合は、エラーが表示されるので、超えた単位数に応じて科目を削除し
てください。

③ 開講番号の登録を間違えるとエラーとなるか、またはまったく別の科目が登録されてしまう
ため、履修確認・履修修正期間に必ず確認してください（履修確定後の変更は認められない）。

④ 同時限に開講している科目は、いずれかひとつを選んで登録してください。
⑤ ２時限以上続けて開講する科目は授業開始時限にのみ登録してください。
⑥ 集中授業科目は学生ポータルで「集中授業スケジュール」を確認の上、登録してください。
⑦ 通年科目は前学期授業開始時限にのみ登録することができます。前学期の登録期間に必ず登

録してください。後学期の修正期間には修正できません。
⑧ 上級学年配当科目は履修できません（他学部・他学科聴講の場合も同様）。自学年または下級

学年の科目のみ履修することができます。
⑨ 他学部聴講又は他学科聴講の履修登録単位は、入学から卒業までで 30 単位を上限とします。

※�合否にかかわらず、履修登録した時点で単位数をカウントします。同一科目を再履修した場
合は、他学部・他学科聴講履修登録単位数にも再度加算されます。

⑩ 生物産業学部共通授業科目「中国語（一）・（二）、ロシア語（一）・（二）」を履修する場合は、
いずれかひとつの言語を選択してください。

⑪ ロシア語（二）の履修にはロシア語（一）の単位修得が必要です。
⑫ 他学部・他学科聴講を希望する場合は、各学科の時間割を参照し、希望科目を登録してくだ

さい。
⑬ 必修科目でクラス分けのある科目は自動登録されます。なお、原則としてクラス変更は認め

ません（16 ページ 表１〔クラスが指定されている科目〕参照） 。
⑭ 選択科目でクラス分けのある科目は、クラスを選んで登録してください。
⑮ 各学科の総合教育科目、外国語科目、専門教育科目及び一部指定科目は他学科聴講を認めま

◎卒業要件の124単位から対象外となる科目
◎年間の49単位の単位数制限から対象外となる科目
●教職・学術情報課程科目　●文章表現 ●基礎数学 ●基礎生物 ●基礎化学

自分の学年（正規履修）の必修科目はすべて自動登録
※�再履修者並びに復学・原級・編入学・転入学・再入学・転学部転学科及び過去に休学した

ものは自動登録されないため、各自で開講番号を確認のうえ履修登録してください。

◎�履修科目（他学科聴講を含む当該学年配当科目および下位学年は配当科目）は年間49単位まで
とし、学期ごとに25単位までが最大履修できる範囲となります。

　（例：前学期科目を25単位履修する場合、後学期科目は49−25＝24で24単位まで履修できる）
●通年科目（実験、実習、演習など）は単位数を２分し、各学期の登録単位数としてカウントします。
●�集中科目の単位数は、各学期の登録単位数に加えず、年間の単位数としてカウントします。
●�制限単位数を超えて登録すると、エラーとして表示されるので超過した単位数に応じて科目を

削除してください。
●登録した科目については履修確認・履修修正期間に必ず確認してください。
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　　せん（16 ページ 表２〔他学科聴講ができない科目一覧表〕及び 表３〔同名科目〕参照）。
⑯ 実験・実習・演習科目は他学部・他学科聴講を認めません（17 ページ 表４〔実験・実習・

演習科目一覧表〕参照）。
⑰ 教職・学術情報課程の履修については、ガイダンス・オリエンテーション等の中でアナウン

スされる指導教員の指示に従ってください。
⑱ 時間割のクラス・分野に『教職』、『学術』と表示のある科目はそれぞれ『教職課程』、『学術

情報課程』の受講申込者（有料）以外は履修できません。
⑲「データサイエンス基礎（一）・（二）」

【「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」を構成する科目と修了要件単位数】

「データサイエンス基礎（一）・（二）」の履修登録
　「データサイエンス基礎（一）・（二）」は全学部生を対象に開講します。
　「情報基礎（一）」と「情報基礎（二）」の単位を修得していれば学年を問わず履修できます。

※オンライン（ライブ）の授業では Web カメラ、イヤホン（ヘッドホン）、マイクが必要です。

「データサイエンス基礎（一）・（二）」の特徴
◇ 授業内容は可能な限り農業に関する親しみやすい事例を取り入れることにより、解りやすい

実習、ワークショップを通じて、AI 時代における実学主義を涵養します。
◇ 富士通株式会社との包括連携協定に基づく人材交流によって、実践的かつ本学の専門性に

沿った講義を複数回設定し、データサイエンスの活用イメージが湧く授業内容を取り入れます。
◇ より多くの学生が受講できるよう、遠隔授業（オンデマンド、ライブ）で行います。

　「データサイエンス基礎（一）・（二）」の 2026 年度授業（概要）は https://www.nodai.ac.jp/
datascience/ の「７. 特別講義データサイエンス基礎の授業内容」を参照してください。
　授業詳細は https://nodaiweb.university.jp/datascience/okhotsk/ を参照してください。

関連科目一覧

分野 授業科目 単位数 修了必要
単位数

総
合
教
育

科
目 全学共通科目 導入科目

コ
ア
科
目

情報基礎（一） ２単位 ２単位

情報基礎（二） ２単位 ２単位

データサイエンス基礎（一）１単位 １単位

データサイエンス基礎（二）１単位 １単位

専
門
教
育

科
目 下の関連科目一覧を参照 ２単位以上

合計 ８単位以上

学科 区分 開講学年 科目名

北方圏農学科 必修 ２ 計量生物学

海洋水産学科 選必 ２

統計学食香粧化学科 選択 ２

自然資源経営学科 選択 ２
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 （４）再履修科目について ～２年次生以降～

① 再履修について
・�再履修とは一度履修した授業科目のうち、不可（Ｄ）または未評価（Ｆ）になった授業科目

を再度履修することを指します（他学科・他学部聴講科目、教職・学術情報課程の科目を再
度履修する場合も同様）。

② 再履修の登録について
・�履修登録する科目が再履修科目であるかどうかは、各自学生ポータルの成績台帳で確認して

ください。
・�必修科目であっても、再履修の場合は自動登録されないので、必ず自分で履修登録をおこなっ

てください。
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下表にない科目は本人がクラスを選択して履修登録してください。

次の科目は他学科聴講を認めません。

※�全学科 必英語（一）・（二）・（三）・（四）の再履修者は、原則として不合格となったクラスを各
自で登録してください。

表１

表２

〔クラスが指定されている科目〕

〔他学科聴講ができない科目一覧表〕

　例：北方圏農学科の学生は食香粧化学科配当の「人と生物産業」を履修登録できない。　
　　　自然資源経営学科の学生は他学科の「基礎化学」「基礎生物」を履修登録できない。

学年 区分 授 業 科 目 名 学年 区分 授 業 科 目 名 学年 区分 授 業 科 目 名

対 象 学 科 科 目 名 対象学年 履修登録方法 クラス ク ラ ス 分 け の 内 容

北 方 圏 農 学 科
必英語（一）･（二） １年 自動登録 Ａ～Ｃ プレテスト終了後、学生ポータルに掲示

必英語（三）･（四） ２年 自動登録 Ａ～Ｃ 英語（一）・（二）と同じクラス

海 洋 水 産 学 科
必英語（一）･（二） １年 自動登録 Ａ～Ｃ プレテスト終了後、学生ポータルに掲示

必英語（三）･（四） ２年 自動登録 Ａ～Ｃ 英語（一）・（二）と同じクラス

食 香 粧 化 学 科
必英語（一）･（二） １年 自動登録 Ａ～Ｃ プレテスト終了後、学生ポータルに掲示

必英語（三）･（四） ２年 自動登録 Ａ～Ｃ 英語（一）・（二）と同じクラス

自然資源経営学科
必英語（一）･（二） １年 自動登録 Ａ～Ｃ プレテスト終了後、学生ポータルに掲示

必英語（三）･（四） ２年 自動登録 Ａ～Ｃ 英語（一）・（二）と同じクラス

１ 必 東京農業大学入門

１ 必 オホーツクフレッシャーズセミナー

１ 必 社会人基礎力演習

１ 必 情報基礎（一）

１ 必 情報基礎（二）

１ 選 スポーツ・レクリエーション（一）

１ 選 スポーツ・レクリエーション（二）

１ 選 中国語(一）

１ 選 ロシア語(一）

１ 選必 コミュニケーション学・心理学

１ 選必 日本国憲法

１ 選必・選 地学

１・２ 選必 生物学

１ 必 人と生物産業

１ 必 地域と生物産業

１ 選必 化学

１ 選 基礎数学

１ 選 文章表現

１ 選 基礎化学

１ 選 基礎生物

２ 選 キャリアデザイン（一）

２ 選 キャリアデザイン（二）

２ 選 実用英語（一）

２ 選 実用英語（二）

２ 選 データサイエンス基礎（一）

２ 選 データサイエンス基礎（二）

２ 選必 倫理学

２ 選必 北方地域の歴史と文化

２ 選必 哲学

２ 選必 法律学

２ 選必 経済学

２ 選必 国際学

２ 選 産業気象学

２ 選 健康とスポーツの科学

２ 選必・選 統計学

２ 必 計量生物学

３ 選 実用英語（三）

３ 選 実用英語（四）

３ 必 キャリアプランニング（一）

３ 選 キャリアプランニング（二）

３ 選必 植物生産学

３ 選必 動物生産学

３ 選必 保全生態学

３ 選 研究倫理安全マネジメント

４ 選 科学英語
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表４

表３

〔各学科配当　実験・実習・演習科目一覧表〕

〔同名科目〕

所属学科（配当学年を問わず）にある科目と同名の科目は、他学科・他学部聴講を認めません。
同名科目において、既に単位修得している場合は再度の履修はできません。

表２に加えて、下表にある実験・実習・演習科目は他学科聴講を認めません。

配当学科 学年 区分 科目名

北方圏農学科 １ 選択
分子生物学

食香粧化学科 ２ 選択

配当学科 学年 区分 授 業 科 目 名 学年 区分 授 業 科 目 名 学年 区分 授 業 科 目 名

北 方 圏 農 学 科

海 洋 水 産 学 科

食 香 粧 化 学 科

自然資源経営学科

１ 必 フィールドサイエンス実験（一）

１ 必 ライフサイエンス実験（一）

１ 必 北方圏農学実習（一）

２ 必 フィールドサイエンス実験（二）

２ 必 ライフサイエンス実験（二）

１ 必 海洋水産学体験実習

１ 必 オホーツク臨海実習（一）

１ 必 海洋水産基礎実験（一）

２ 必 オホーツク臨海実習（二）

１ 必 分析化学実験

１ 必 有機化学実験

２ 必 微生物学実験

２ 必 地域貢献実習

１ 選 自然資源経営学実務演習（一）

２ 選 自然資源経営学実務演習（二）

３ 選 自然資源経営学実務演習（三）

２ 必 北方圏農学実習（二）

３ 必 生物産業学演習（一）

３ 必 生物産業学演習（二）

３ 必 北方圏農学特別実験・実習

４ 必 生物産業学演習（三）

２ 必 海洋水産基礎実験（二）

３ 必 海洋水産演習（一）

３ 必 海洋水産演習（二）

３ 必 海洋水産専攻実験

２ 必 食品化学実験

２ 必 生物化学実験

１ 必 食品製造学実習

１ 必 化粧品製造学実習

１ 必 基礎ゼミナール

２ 必 自然資源経営学ゼミナール（一）

３ 必 自然資源経営学ゼミナール（二）

４ 必 生物産業学演習（四）

３ 選 農業総合実務演習

３ 選 林業総合実務演習

４ 必 海洋水産演習（三）

４ 必 海洋水産演習（四）

３ 必 フード＆フレーバー実習

３ 選 コスメ＆フレグランス実習

４ 必 食香粧化学研究演習（一）

４ 必 食香粧化学研究演習（二）

４ 必 卒業論文作成演習



− 18 −

３　特別講義について
①　「特別講義」は在学中４コースまで履修し、単位を修得することができます。（特別講義（一）・

特別講義（二）・特別講義（三）・特別講義（四））
② 履修登録単位数は年間、各学期の履修登録単位数に含まれます。
③ 初めて「特別講義」を履修する場合は「特別講義（一）」を履修してください。

前年度までに特別講義の単位を修得し、今年度も履修する場合は順次（二）・（三）・（四）を
履修登録してください。

④ 2026年度は以下のコースを開講します。
※特別講義のコース内容は毎年変更する可能性があります。

　　　Ａコース　食糧生産基地、北海道の農林業を学ぼう

　　　Ｂコース　東京農業大学STEAM教育講座

内 容

今日、わが国の目指す社会像として、ウェルビーイングの実現や社会的分断の改善、
国際的視野に基づいたSDGsへの貢献、そして全世代における学習社会の構築などの
ことが挙げられている。その実現のために高等教育における人材育成としては、自分
の興味関心を追究しながら高い専門性や技術力を身に付け、自分自身で課題を設定
し、その解決を多角的に、多様な人材とコミュニケーションをとりながら、新たな価
値やビジョンを創造していく人材が求められている。そのための手段として、分離融
合の学びや探究学習、STEAM教育の強化が重視されている。本講義では、特に
STEAM教育（Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics）に視点を置き、
社会課題に対するSTEAMの事例をあげながら、身近な話題を総合農学の視点から紐
解いていく。

履 修 登 録 方 法 受講者は各自で履修登録すること
オンデマンド教材配信で実施する

内 容 北海道の農林業の実態を知り、生物資源の生産についての知識を深めることを目的と
する。

履 修 登 録 方 法 受講者は各自で履修登録すること
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　 〈履修登録をする〉

　履修登録は学生ポータルの照会「履修登録（修正）」から実施。登録方法は以下のとおり。

（１）メニュー画面から「教務掲示」タブを選択します。

（２） 「履修登録（修正）」をクリックします。

（３）履修登録画面が表示されます。

４　履修登録の方法

毎回、履修登録の前に『住所等の登録』より「本
人現住所」「保証人住所」「保証人勤務先住所」

「学費請求等通知先・本籍・出身地申請」を必ず
入力。
※電話番号については自身の携帯電話の番号を
入力。電話番号のハイフン（−）も忘れずに入
力。
※登録後の状態が「申請中」となれば履修登録
が可能になります。

　初期表示は現在の年度・学期の登録画面であり、自動登録さ

れている科目が表示されています。

①他所属講義

他所属を表す画像［　他　］が表示されます。

②再履修科目

再履修を表す画像［  再履修  ］が表示されます。

③履修単位

学期、年間、累積（他所属のみ）の履修単位数を確認すること

ができます。各学期、年間は制限単位数（黒字）と、履修中の

単位数の合計（赤字）を表示します。累積は制限単位数（黒字）

と、今まで履修してきた単位数＋登録中の単位数の合計（赤字）

を表示します。更にカッコ内に前の学期までの単位数が表示さ

れます。

１

２

３

※�今年度自動登録される必修科目のみ履修する場合でも、
必ず学生ポータルから履修確認をすること。
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（４）履修登録を追加します。
①�時間割表にある新規追加のアイコン［ ］をクリックすると開講科目選択画面が表示されます。

表示されている開講科目から選択し［登録する］をクリックします。

　　集中講義・他所属講義を登録、開講科目を検索して登録する方法については下記の通りです。

●集中講義を登録する場合：
［集中講義選択］をクリックします。
②に移動します。

●他所属講義を登録する場合：
［他所属講義選択］をクリックします。
③に移動します。

●開講科目を検索して登録する場合：
［開講科目選択］をクリックします。
④に移動します。
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② 集中講義選択画面が表示されます。

③ 他所属講義選択画面が表示されます。

表示されている
開講科目を選択
し、［登録する］
をクリックしま
す。

表示されている開講
科目を選択し、［登録
する］をクリックし
ます。
�表示されている開講
科目以外の開講科目
を登録する場合は、
［開講科目を追加す
る］をクリックする
と選択できます。
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④ 開講科目一覧画面が表示されます。

（５）登録内容が反映された状態で履修登録画面が表示されます。

登録する開講科目を
検索・選択し、［登録
する］をクリックし
ます。

（４）の手順を繰り返し、登録
したい開講科目をすべて選択
し終えたら、［入力内容を確認
する］をクリックします。

「開講番号」で検索する
場合の注意

４桁の数字の前に、英字（Ｏ
オー

）をつけてください。
オホーツクキャンパスの講義の開講番号は「Ｏ

オー

」と４ケタの算用数字
で表わされます。

※この時点では、 まだ履修登録は完了していません！
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（６）履修登録内容確認画面が表示されます。内容を確認のうえ、問題がなければ［この内容を登録す
る］をクリックします。

（７）履修登録完了画面が表示されます。

※履修登録が完了する
と、画面右下に登録番号
が表示されます。
履修登録完了画面では、
右上の「印刷する」ボタ
ンをクリックすること
で、ブラウザの印刷画面
が表示されます。
履修登録完了後の控えと
して、履修に関する問い
合わせの際「根拠資料」
になりますので
必ずプリントアウト、ま

たはスクリーンショット

を保存してください。

問い合わせには、出力し
た用紙または保存した画
像に「登録番号」「学籍番
号」「氏名」が記載されて
いることが必要です。

この時点で、 履修登録が完了！！
※登録直後はスケジュールやMy時間割等に登録内容が反映されません。
正式な反映は履修開示日以降です。

登録番号：000
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 〈履修登録ができない場合〉

（１） 「本人現住所の確認」が未完了の場合、以下のエラーメッセージが表示されます。
　　履修登録を行うためには、毎学期、「本人現住所の確認」等を行ってください。

（２）上記のエラーメッセージが表示された場合は、「HOME」から「住所等の登録」を選択し、住所の
登録を行います。なお、画面右端の「住所等の登録」からも住所の登録を行うことができます。
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 〈履修を確認する〉

（１）メニュー画面から「My時間割」を選択します。

（２）My時間割画面が表示されます。

①前学期／後学期タブ
　�［前学期］［後学期］タブをクリックす

ると該当の履修情報の表示される学
期が切り替わります。
�※印刷時の履修情報表示も切り替わ
ります。

②再履修科目
�再履修を表す画像［  再履修  ］が表示
されます。

③履修単位
�学期、年間、累積（他所属のみ）の
履修単位数が確認できます。学期、
年間は制限単位数（黒字）と、履修
中の単位の合計（赤字）を表示しま
す。累積は制限単位数（黒字）と、
今まで履修してきた単位＋登録中の
単位の合計（赤字）を表示します。
更にカッコ内に前の学期までの数が
表示されます。

２

３

１

My時間割
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（１）学生ポータルで履修登録状況を確認（日程は11ページ参照）してください。
（２）履修登録した際の内容と異なる場合は、履修修正期間内（日程は11ページ参照）に修正してく

ださい。履修確定後の変更は認められません。
（３）履修登録は登録した開講番号に基づき行っています。開講番号を誤って登録すると、エラーが

表示されるか、全く別の授業科目が登録される場合があるので、登録されている授業科目名・ク
ラス・担当者を確認してください。

（４）用語の説明
① 正規履修

初めて履修登録（下位学年科目も含む）する場合の登録種別。
② 再履修

過去に履修し、不可（Ｄ）または未評価（Ｆ）になった授業科目を再度履修する場合の登録
種別（詳細は15ページ参照）。

③ 他学科聴講
所属する学科以外の学科で開講している科目（教職・学術情報課程科目を除く）を履修する

場合の登録種別（詳細は13ページ参照）。
④ 他学部聴講

所属する学部以外の学科で開講している科目を履修する場合の登録種別。
なお、③および④の科目を再履修する場合は、他学部・他学科聴講履修登録単位数に再度加

算されます。
（５）履修の確定については、履修確定日に学生ポータルにログインし、自分が入力した科目がきち

んと登録されているか履修登録状況を必ず確認してください（日程等は11ページ参照）。

６　後学期履修修正の受付けについて

（１）後学期配当科目も前学期の履修登録期間に登録してください（日程等は11ページ参照）。
�※後学期の履修登録時にも、登録番号、学籍番号、氏名が記載されている履修登録内容がわ
かる画面のスクリーンショットを保存または印刷してください。

（２）後学期の履修修正手続きの詳細（日程等）については、学生ポータルに掲示するので確認して
ください。なお、後学期履修修正期間に通年科目・前学期配当科目を修正することはできません。

履修に関する重要事項
履修登録に関する情報発信は、学生ポータルを通じて行います。
また、学期ごとの成績発表もすべての学科・学年において学生ポータルを通じて行います。
そのため、普段から学生ポータルを確認する習慣を身につけるようにしてください。

５　履修確認期間について
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７　授業について

　本学では授業に関するさまざまな情報を「学生ポータル」にて開示しています。授業を受講する
にあたっては、次の事項について確認してください。

（１）授業の内容を知るには・・・
　　学生ポータルの「シラバス」を活用してください。「シラバス」には教育目的や授業の各回の内

容、受講上の注意事項などを記載しています。また、授業担当者によっては毎回の授業のレジュ
メ（資料）を「教務掲示一覧」に載せる場合がありますので、授業担当者の指示に従ってくださ
い。

（２）授業の開講に関する情報は・・・
① 授業が休講になる場合は、学生ポータルの「教務掲示」にて伝達します。
② 携帯電話からも確認することができます。
③ 休講となった授業の補講については、授業または学生ポータルの「補講情報」で確認してく

ださい。
④ 授業の教室を変更する場合は、学生ポータルにて連絡します。

（３）先生方に質問や相談をしたい・・・
　　授業に関する質問や相談は授業中に行うのが原則ですが、オフィスアワーを利用することも可

能です。
�※オフィスアワーとは、先生方が設定した学生の相談を受け付ける時間を指します。オフィ
スアワーを確認して研究室などに伺ったり、メールアドレス等の連絡先を載せている場合、
そのアドレスにメールを送って相談をすることができます。各先生のオフィスアワーは学生
ポータルの「オフィスアワー」で確認することができます。

（４）よりよい授業にするために・・・
　　本学では授業をよりよくするために、「学生による授業評価」を全科目で実施しています。より

よい授業を行うことは授業担当者の責務ですが、内容がきちんと受講生に伝わっているか、理解
されているか、あるいは「わかりやすいか」を把握（測定）するためには授業評価を実施して受
講生の声を集める必要があります。また、大学全体の授業と比較して自分の授業がどうであるか
を把握する（つまり自分のポジションを確認する）ためにも、授業評価は有効です。よりよい授
業は授業担当者と受講生が協力して創り上げるものですので、授業評価の実施にご協力ください。

８　試験について

　授業科目の履修状況を評価し、単位を認定するために試験を行います。授業科目によっては、レ
ポート等に代える場合があります。授業に出席し授業担当者の指示に従ってください。

（１）受験資格
① 当該授業科目を履修登録していること。
② 当該授業担当者の定める出席日数を満たしていること（原則として授業日数の２／３以上出

席していること）。
③ 当該学期までの学費その他の納付金を納入していること。

※休学期間中に試験を受けることはできません。
（２）定期試験
　�　一定の期間内に時間割を決めて各学期に実施する試験を定期試験といいます。定期試験を実施

する科目およびその時間割は、試験開始１週間前に学生ポータルにて発表します（実験・実習・
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演習科目は、原則として「定期試験」を実施しません）。
　�　なお、定期試験を病気その他やむを得ない事由により欠席した場合は、指定された期日（試験

時間割発表時に学生ポータルに掲示）までに欠席の事由を証明する書類を持参し、学生教務課窓
口で手続きを行うことで、追試験の受験資格を得ることができます。

　　欠席事由と添付提出書類は次のとおりです。

（３）試験に関する注意事項
① 原則として試験は50分間で実施します。
② 学生証を所持していない学生は受験できません。なお、当日忘れた場合は、学生教務課にて

仮学生証の発行を受けてください（有料500円・当日限り有効）。
③ 受験科目が重複した場合は、指定された期日（試験時間割発表時に掲示）までに学生教務課

へ申し出てください。
④ 答案は白紙であっても必ず提出してください。
⑤ 不正行為が発覚した場合には、当該学期の評価をすべて無効（未評価）とします。
⑥ 試験場においては、すべて試験監督者の指示に従ってください。
⑦ その他試験に関しては学生教務課へ問い合わせてください。

（４）追試験
　�　各学期末に追試験を実施します。原則として50分間で追試験を行います。詳しくは追試験１週

間前に学生ポータルにて発表しますので確認してください。

●追試験
�　定期試験を病気その他やむを得ない事由（※「（２）定期試験」を参照のこと。）により、受
験できなかった場合に、その根拠書類とともに所定期間内に申請し、追試験期間中に試験を受
けるものを追試験といいます。
　追試験の実施方法は試験開始約１週間前に学生ポータルにて発表するので確認してください。
※追試験を欠席した場合の再度の追試験は行いません。

※詳細は関係窓口で確認してください。
※なお、自家用車等で通学する学生が事故等で試験を欠席した場合は追試験の対象となりません。
　なるべく公共交通機関等を利用してください。事故や渋滞に巻き込まれた場合も同様です。

 なお、試験に関する詳しい注意事項は、試験時間割発表時に学生ポータル
 で確認してください。

欠　席　事　由 提　出　書　類

病気 医師の診断書（試験当日の健康状態を記載のものに限る）
または病院の領収書（日付及び氏名が記載されたもの）

交通機関の遅延 交通機関発行の遅延証明書

忌引（３親等までの親族の死亡） 死亡に関する書類（会葬通知等）

就職試験等

欠席の事由を証明する書類（企業からの文書、メールのプリントアウ
ト等）に、キャリアセンター事務課が証明したもの
※原則として最終選考（役員面接等）を対象とします。証明が受けら
れない場合があるため、必ず試験前にキャリアセンター事務課にて確
認してください。企業説明会は認められないので注意してください。

災害（水害・火災等） 官公庁による被災証明書
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９　成績の質問について
　各学期に履修した授業科目の評価（成績）については、学生ポータルで確認してください。成績
に関して質問がある場合は、成績開示後、指定された期間内に成績質問票を提出してください。
　なお、この質問票は、評価の変更を目的として行うものではなく、今後の学修を進めるうえでど
のような点に留意する必要があるのか、どのような点が理解できなかったのかを確認するために行
うものです。この制度の主旨を理解のうえ提出してください。主旨に反する内容の場合は回答しま
せん。
　提出方法等については、学生ポータルで通知します。

10　成績について
（１）成績評価
　�　成績評価は、「秀」・「優」・「良」・「可」が合格で、「不可」・「未評価」は不合格となる。
　成績評価のガイドライン

（２）ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）
�① ＧＰＡ

自らの学業成績の状況を的確に把握して、適切な履修計画とそれに基づく学習に役立てるた
めＧＰＡを算出しています。

�② ＧＰＡ対象科目
ＧＰＡの対象科目は、「卒業要件に算入できる科目」で、かつ「５段階評価によって成績を認

定する科目」とし、「学生が履修登録した科目」とします。したがって、他学科・他学部聴講科
目などは含め、教職・学術情報課程および認定科目は除きます。

③ ＧＰＡの算出
 ［学期ごとのＧＰＡの算出方法］

　　　学期ごとのＧＰＡ算出は、次の式によります。

　（当該学期で履修登録したＧＰＡ対象科目のＧＰ×その科目の単位数）の合計

当該学期で履修登録したＧＰＡ対象科目の単位数の合計

　　　注１．ＧＰＡは小数第３位を四捨五入し、小数第２位までを表示します。
　　　注２．ＧＰＡ対象科目で不可（Ｄ）および未評価（Ｆ）科目は、分母に含みます。
　　　注３．通年科目は後学期に含めＧＰＡを算出します。
　　　注４�．「不可」・「未評価」となった科目を再履修した場合は、再履修した当該学期の対象科目

に含め、ＧＰＡを算出します。
　　　注５．前項の場合、「不可」・「未評価」となった学期のＧＰＡは変更しません。

ＧＰＡ対象外科目
リメディアル科目 基礎生物、基礎化学、基礎数学、文章表現
教 職 課 程 科 目 教職に関する科目
学術情報課程科目 学術情報課程全講義科目

判定 成績 表示 成績評価基準 ＧＰ 成績評価内容

合格

秀 Ｓ 100〜90点 4.0 特に優れた成績（全履修者の５％未満）
優 Ａ 89〜80点 3.0 優れた成績
良 Ｂ 79〜70点 2.0 妥当と認められる成績
可 Ｃ 69〜60点 1.0 合格と認められる成績

不合格
不可 Ｄ 59点以下 0 合格と認められる成績に達していない

未評価 Ｆ 0 評価に値しない
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　　 ［通算ＧＰＡの算出方法］
�　通算ＧＰＡは、在学中に履修登録したすべてのＧＰＡ対象科目に基づくものであり、その算
出は次の式によります。

 （在学中に履修登録したＧＰＡ対象科目の最新ＧＰ×その科目の単位数）の合計

在学中に履修登録したＧＰＡ対象科目の単位数の合計

11　WebClass の利用方法について
　WebClassは、本学で導入しているPC・スマートフォンからアクセスできる学習支援システム

（LMS）です。授業に関するお知らせ、教材の配信、テストの受験、出席管理等に利用します。ま
た、学生ポータルと同じユーザー IDとパスワードを使用してログインします。主な利用方法につい
ては以下に記載しています。その他の機能についてはWebClass「マニュアル」タブにあるマニュア
ルを参考にしてください。
※パソコン用画面に沿った説明を記載しています。
※画面はイメージであり、実際の画面とは異なる場合があります。

（１）ログイン画面

　　　注１．通算ＧＰＡは毎学期末に算出します。
　　　注２．再履修した場合は１科目としてカウントします（ダブルカウントしません）。
　　　注３．再履修した科目のＧＰは、最新の評価に基づく値とします。

【重要】WebClass をクリックしても反応がない場合（もしくはエラーの表示が出る場合）
　　　�主にスマートフォンでのログイン時の発生が報告されています。ブラウザの「ポップアッ

プブロック」をオフにするか「閲覧履歴の消去」（対象期間は任意で選択）を行ってみて
ください。それでも解決しない場合は学生教務課に問い合わせてください。（下には参考
までに主なブラウザでの設定方法を簡単に記載しています）

◇ ポップアップブロック
Safari ： 本体の「設定」→「Safari」→「一般」→「ポップアップブロック」をオンからオフに切り替える。
Chrome ： アプリの「設定」→「権限」→「ポップアップとリダイレクト」をオフにする。

◇ 閲覧履歴の消去
Safari ： 本体の「設定」→「Safari」→「履歴とWeb サイトデータを消去」を選択し、履歴を消去する。
Chrome ： �アプリの「［…］などのその他アイコン」→「履歴」→「閲覧履歴データの削除」から履歴を

削除する。

大学ホームページ［在学生の方］や

学生ポータルの上部メニューバー等にも

リンクがあります。

WebClass ログイン URL

https://lms.nodai.ac.jp/

［WebClass にシングルサインオンする］

を選択し、ユーザ ID とパスワードを

入力して、［ログイン］をクリックします。



− 31 −

（２）コースの見方

（３）教材の閲覧方法

※「コース」とは科目のことを指します。

WebClass トップページ（時間割画面） 

から確認したいコースを選択します。

コースごとのページに遷移し、「教材」タブ

が開きます。

コース内では、教材の閲覧、テストの受験、

出席の送信などを行うことができます。

WebClass 内での「教材」には

 ・資料

 ・レポート

 ・テスト

 ・アンケート

などの種類があります。

「教材」タブを選択した状態で、表示

されている中から選んでクリックします。

左のように資料が表示され、WebClass 上

で閲覧することができます。「添付資料」と

表示されている場合はダウンロードする 

ことができます。

［資料を閉じる］を押すと、コース画面 

（教材タブ）に戻ります。
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（４）テストの受験

【要注意】テスト開始後、ウィンドウを閉じる、別のウィンドウを開く、別のアプリの起動・遷移
等を行うと、テストを続けられなくなる場合があります。
受験前に通信環境を確認した上で開始し、絶対に途中でウィンドウを閉じないようにしてくださ
い。
※推奨機器：PC、タブレット

テストの設問と解答欄が表示されるので

全て解答してください。

解答を終えたら［終了］をクリック 

します。

未解答の問いがある場合、左のように

メッセージが表示されます。［終了］を

選ぶと戻ることはできなくなります。

修正したい場合は［戻る］から該当の

設問へ戻り、最終確認してから「終了」

をクリックしてください。

教材の中から受験するテスト（試験）を

選び、［開始］をクリックします。
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（５）出席の送信

正常に終了すると、左のようにメッセージ

が表示されますので［終了］をクリック 

してください。

コースごとのページの「出席」タブを開く

と、授業日が一覧で表示されるので、

日付をクリックします。

教員が指定したパスワードを入力し、

［開始］をクリックします。

［出席します］のラジオボタンを押し、

［出席データを送信する］をクリック 

します。

※通信環境によっては、出席データが

反映されない場合がありますので、速やか

に送信するようにしてください。ホーム

画面に戻り、「出席」タブをクリックし、

「履歴」をクリックすると確認すること

ができます。
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（６）マニュアル

（７）コースの追加と退会
履修登録・修正した科目は翌日以降にWebClassの時間割にコースとして自動的に反映され、

登録されている科目のコースページを利用できるようになります。WebClassからは履修登録・
削除はできません。

　ａ．コースの追加
　履修登録よりも前、または履修登録したあとでWebClassに未反映の状態でWebClassの時間
割にコースを追加したい場合のみ、手動で個別に追加を行うことができます。

　［例：履修登録を検討中の科目の１回目の授業に出席し出欠確認をWebClassで行う指示があった場合］
�　履修登録が反映されるまで待つことができる場合は、追加の必要はありません。なお、追加
は履修登録・修正期間中にのみ行うことができます。履修開示後は追加・削除はできません。

出席データの送信を確認し、［終了］を

クリックしてください。

授業によっては、ここに掲載していない

機能を使う可能性があります。

WebClassトップページの「マニュアル」

タブから必要に応じてマニュアルを確認

してください。

WebClassトップページの時間割表の下

までスクロールし、［コースの追加］を

クリックします。
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　ｂ．コースの退会
�　基本的にはコースの退会を行う必要はありません。先述のとおり履修登録・修正で削除した
科目は翌日以降に自動反映されるためです。ただし、履修登録期間中に誤ったコースを手動で
追加してしまったなどの場合には、コースから退会することができます。

追加したいコースの[年度][学期]を指定

後、「一覧」タブの検索枠または「時間割」

タブの表の「≫追加」から追加したいコース

を探して選択します。

コース名・年度・学期・曜日時限・コース

管理者（担当教員）・開講番号を確認し、

［メンバーになる］をクリックします。

WebClass トップページの時間割表に追

加されるので確認してください。

WebClassトップページの時間割表から

退会したい科目を開き、「コース」タブ

から［開講情報］をクリックします。

表示された画面の下までスクロールし、

［このコースから退会する］をクリック

します。

「本当にこのコースから退会しますか？」

という確認画面が表示されるので、ここ

でも[このコースから退会する]をクリック

します。

WebClassトップページの時間割表から

消えていることを確認してください。
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12　遠隔授業の受講方法について
（１）遠隔授業とは
　�　パソコンやタブレットを使い、インターネットを介すことで、講義を受ける形態のことです。

学生ポータルを通じて配信される在宅学習用教材（オンデマンド型）の閲覧や、講義を録画した
動画を閲覧することで学習し、指示された課題やレポートを提出し受講します。なお、できるだ
け授業日に受講してください。

（２）受講方法・流れ
授業科目により実施方法が異なりますので、シラバス、講義連絡等による指示に従ってくださ

い。本学では、対面授業で実施している講義も遠隔授業を組み合わせて実施しています。授業担
当者からの指示がありますので、注意するようにしてください。

① 授業前日まで

② 授業30分前まで

③ 授業開始

（３）受講する際の推奨機器、推奨スペック
① 受講する際の推奨機器

　「ノート型パソコン」または「タブレット（キーボード付）」をお勧めします。スマートフォ
ンは、レポートの作成やオンラインでの小テスト受験等に適しておらず、パソコンやタブレッ
トに比べて学習環境としては不十分です。また、キャンパス内では、Wi-Fi環境が整備されて
いることから、持ち運び可能なノート型パソコンやタブレットであれば、通信料を気にせず、
オンデマンド教材のダウンロード等が可能です。

　（学内のWi-Fi 環境については、情報教育センター HPをご確認ください。）
② 使用する機器の推奨スペック

遠隔授業を受講するための環境の推奨スペックは下記の通りとなります。新規に購入する場
合や買い替えの際は参考にしてください。

シ ラ バ ス 学生ポータル「シラバス」から該当科目を検索し、授業内容、実施方法、予習内容等を
確認してください。

講 義 連 絡 学生ポータル「My時間割」から講義を選択すると確認できます。

実施方法 詳 細

配 信 ツ ー ル Zoomによる双方向リアルタイム通信 等
（授業時間はミーティングに参加）

教 材 学生ポータル 「在宅学習用教材フォルダ」またはWebClassからダウンロード
出 席 確 認 WebClassまたは点呼

・OS‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Windows10以上　64Bit ※１
・CPU‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥IntelならCorei３以上、AMDならRyzen３以上

（※２特定学部：IntelならCorei５以上、AMDならRyzen５以上）
・メモリ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥�８GB以上（※２特定学部：GPU搭載またはGPU非搭載の場合はメ

モリ16GB以上）
・ディスプレイ解像度‥ ‥‥1360×768以上（※２特定学部：1920×1080以上）
・内蔵記憶‥ ‥‥‥‥‥‥‥250GB以上（SSD推奨）
・Wi-Fi、カメラ、マイク及びスピーカー内蔵（外付可）

※１　Macの利用も可能としますが、大学として一部サポートできないことがあります。
※２　特定学部：地域環境科学部・国際食料情報学部
　�大学がライセンス契約し無料で使用できるArcGIS、AutoCADを個人のパソコン等に
インストールする場合の推奨スペック（インストールは任意です）。

なお、新たにパソコン等を購入される場合、Office365ソフト（Word、Excel、PowerPoint、
Access等）は、大学がライセンス契約しているため、無料で使用できます。同ソフトを購入す
る必要はありません。
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13　教材フォルダの使い方について
　 本 学 で は、 授 業 で 必 要 な 教 材 を 学 生 ポ ー タ ル の「 講 義 連 絡 」 や「 在 宅 学 習 用 教 材

（Microsoft OneDrive）」、「WebClass」から配信しています。ここでは「在宅学習用教材」のダウ
ンロードの方法について説明します。

【注意事項】
◇ 教材はMicrosoft Officeを使用しています。必要な方は「新入生のための農大ネットワーク利

用ガイド」を参照し、インストールしてください。
◇ 各自の農大のメールアドレス（〇〇〇〇〇@nodai.ac.jp）でアクセスしてください。
◇ パソコンまたはタブレットでの学習を推奨しています。
◇ 教材をオンライン上で閲覧するとうまく動作しない場合があります。必ずダウンロードして

学習してください。

「在宅学習用教材」
から該当科目が
開講されている
区分を選択して
ください。
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14　Forms の使い方について
　Formsは、ブラウザを利用したMicrosoftのアプリケーションです。本学では各種アンケートや小
テスト、試験等で使用します。アクセスに必要なＵＲＬは、主に学生ポータルの「あなた宛のお知
らせ」や「講義連絡」で周知します。

（１）Formsへのアクセス（講義連絡の場合）

（２）サインイン

（３）解答方法

①「教務掲示」を選択
②「教務掲示一覧」をクリック

①サインインを求める画面が表示され
たら、各自の農大のメールアドレスを
入力し、[ 次へ ]を押してください。
② Web 認証システム画面が表示され
た 場 合 は、 パ ス ワ ー ド を 入 力 し
[ ログイン ]を押してください。

③ Forms にログインし、解答画面が表
示されます。

※�解答時間が設定されている場合は
59 秒 ま で が 解 答 時 間 と な り ま す
ので、注意してください。

【例】９時までの場合、８時59分59秒まで
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15　科目ナンバリングについて
　科目ナンバリングとは授業科目に採番ルールに基づく番号を付し、 学修内容の順次性や科目間の
関連性を示すことで、教育課程（カリキュラム）の体系性を明確にするとともに、 学生に目的意識
及び計画性を持って学修させることを目的とします。

シラバスに科目ナンバリングを記載しています。
※科目ナンバリングの採番ルール等については学生ポータルのキャビネットから確認できます。

16　履修モデル
　就職・進学するために有益な科目として推奨する 「履修モデル」を40 〜 43ページに学科別に記載
していますので、参考にしてください。

　【注意】�　履修モデルに記載されている科目のみで、 卒業要件単位や資格取得に必要な単位を充足
するわけではありません。当該学科の卒業要件単位（必修・選択必修・選択科目）、資格関
係科目を全て修得しなければ、 卒業や資格取得（受験資格を含む）することはできません。 
卒業及び資格取得に必要な単位の詳細は、「学生生活ハンドブック」を参照してください。
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人
材
の
育
成

J
A
を
含
む
農
業
生
産
・
加

工
・
流
通
関
係
企
業
を
目
指

す
人
材
の
育
成

環
境
調
査
や
野
生
動
植
物
の

保
全
な
ど
に
関
す
る
産
業
を

目
指
す
人
材
の
育
成

博
物
館
等
で
働
く
こ
と
を
目

指
す
人
材
の
育
成

農
業
後
継
・
新
規
就
農
を
目

指
す
人
材
の
育
成

大
学
院
へ
の
進
学
を
目
指
す

総
合
教
育

科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー
ツ

関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

課
題
別
科
目

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

就
職
準
備

科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

外
国
語
科
目

実
用
英
語

科
目

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

初
修
外
国
語

科
目

中
国
語

中
国
語

ロ
シ
ア
語

専
門
教
育

科
目

人
文
科
学

分
野
科
目

倫
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学
倫
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学
倫
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

社
会
科
学

分
野
科
目

日
本
国
憲
法

国
際
学

国
際
学

自
然
科
学

分
野
科
目

化
学

化
学

化
学

化
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

化
学

数
学

数
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

専
門
共
通

科
目

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

専
門
基
礎

科
目

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

地
学

地
学

土
壌
肥
料
学

分
子
生
物
学

土
壌
肥
料
学

バ
イ
オ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

バ
イ
オ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

土
壌
肥
料
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

農
業
総
合
実
務
演
習

バ
イ
オ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

農
業
総
合
実
務
演
習

土
壌
肥
料
学

実
験
動
物
学

農
業
総
合
実
務
演
習

土
壌
肥
料
学

土
壌
肥
料
学

動
物
生
理
学

土
壌
肥
料
学

林
業
総
合
実
務
演
習

実
験
動
物
学

動
物
生
理
学

動
物
生
理
学

林
業
総
合
実
務
演
習

実
験
動
物
学

実
験
動
物
学

動
物
生
理
学

動
物
生
理
学

動
物
生
理
学

動
物
生
理
学

動
物
生
理
学

農
業
総
合
実
務
演
習

専
門
応
用

科
目

作
物
学

作
物
学

植
物
分
子
生
理
学

作
物
学

植
物
病
理
学

植
物
病
理
学

作
物
学

大
学
院
進
学
を
志
願
す
る
者

は
，指
導
教
員
と
よ
く
相
談

し
て
志
願
分
野
に
関
係
す
る

専
門
科
目
を
履
修
す
る
こ
と

資
源
植
物
学

植
物
分
子
生
理
学

植
物
病
理
学

資
源
植
物
学

動
物
栄
養
学

森
林
環
境
科
学

資
源
植
物
学

動
物
栄
養
学

資
源
植
物
学

動
物
生
殖
工
学

植
物
病
理
学

森
林
環
境
科
学

野
生
動
物
保
全
学

植
物
病
理
学

動
物
飼
養
管
理
学

植
物
病
理
学

動
物
栄
養
学

動
物
生
殖
工
学

育
林
学

動
物
生
殖
工
学

家
畜
育
種
繁
殖
学

動
物
生
殖
工
学

家
畜
育
種
繁
殖
学

動
物
飼
養
管
理
学

野
生
動
物
保
全
学

動
物
飼
養
管
理
学

森
林
環
境
科
学

動
物
栄
養
学

家
畜
育
種
繁
殖
学

家
畜
育
種
繁
殖
学

育
林
学

動
物
飼
養
管
理
学

森
林
環
境
科
学

森
林
環
境
科
学

家
畜
育
種
繁
殖
学

森
林
環
境
科
学

育
林
学

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

*な
お
，所
属
分
野
に
配
当
さ

れ
た
分
野
別
選
択
必
修
科
目

を
履
修
す
る
こ
と

他
学

科
科

目
経
営
組
織
論

地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論

地
域
産
業
創
成
学

環
境
共
生
論

地
域
観
光
論

管
理
会
計
論

地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論

応
用
微
生
物
学

微
生
物
学

商
品
開
発
論

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
論

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
論

農
業
経
営
経
済
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
科
目

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es

G
lo
ba
l B
io
in
du
st
ria
l S
tu
di
es
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※
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
選
択
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
る
。

※
教
員
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
教
職
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
卒
業
要
件
単
位
数
を
満
た
す
に
は
、
上
記
の
履
修
モ
デ
ル
以
外
に
も
必
修
・
選
択
必
修
・
選
択
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
科
目
「
G
lo
b
al
 B
io
in
d
u
st
ri
al
 S
tu
d
ie
s」
に
つ
い
て
は
、
3
年
次
科
目
の
た
め
令
和
8
年
度
よ
り
開
講
す
る
。

※
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
選
択
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
る
。

※
教
員
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
教
職
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
卒
業
要
件
単
位
数
を
満
た
す
に
は
、
上
記
の
履
修
モ
デ
ル
以
外
に
も
必
修
・
選
択
必
修
・
選
択
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

海
洋
水
産
学
科
　
履
修
モ
デ
ル
　
＜
自
分
の
目
指
す
コ
ー
ス
の
科
目
を
参
考
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
＞

コ
ー
ス

一
般
企
業
等

水
産
系
関
連
産
業

学
術
情
報
関
連

公
務
員

教
員（
理
科
）

大
学
院
進
学

開
講
区
分

概
　

要
食
品
製
造
・
加
工
、流
通
、サ
ー
ビ
ス
、情

報
関
連
な
ど
の
分
野
を
目
指
す
人
材
の

育
成

水
産
・
流
通
関
係
の
会
社
お
よ
び
漁
協

を
は
じ
め
と
し
た
法
人
へ
の
就
職
を
目

指
す
人
材
の
育
成

博
物
館
や
水
族
館
な
ど
で
働
く
学
芸
員

を
目
指
す
人
材
の
育
成

国
家
公
務
員
、地
方
公
務
員
を
目
指
す

人
材
の
育
成

中
高
の
理
科
の
教
員
を
目
指
す

大
学
院
進
学
を
目
指
す

総
合
教
育

科
目

導
入
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
一
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎（
二
）

ス
ポ
ー
ツ

関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
二
）

課
題
別
科
目

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

特
別
講
義（
一
）〜
（
四
）

就
職
準
備

科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

外
国
語
科
目

実
用
英
語

科
目

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

実
用
英
語（
一
）～
（
四
）

初
修
外
国
語

科
目

専
門
教
育

科
目

人
文
科
学

分
野
科
目

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

倫
理
学

倫
理
学

倫
理
学

倫
理
学

倫
理
学

倫
理
学

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

社
会
科
学

分
野
科
目

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

経
済
学

経
済
学

経
済
学

経
済
学

国
際
学

国
際
学

国
際
学

国
際
学

自
然
科
学

分
野
科
目

化
学

化
学

化
学

化
学

化
学

化
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

生
物
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

専
門
共
通

科
目

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
二
）

専
門
基
礎

科
目

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

地
学

数
学

地
学

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

水
圏
の
環
境
情
報
学

水
圏
の
環
境
情
報
学

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

物
理
学

水
圏
の
環
境
情
報
学

水
産
の
法
律
学

水
産
の
法
律
学

水
圏
の
環
境
情
報
学

水
圏
の
環
境
情
報
学

海
洋
水
産
学
特
別
講
義

水
産
の
生
態
学

水
産
経
営
学

水
産
経
営
学

水
産
の
生
態
学

水
産
の
法
律
学

水
圏
の
環
境
情
報
学

魚
類
生
態
学

水
産
の
生
態
学

魚
類
生
態
学

水
産
経
営
学

水
産
の
生
態
学

種
苗
生
産
技
術
論

魚
類
生
態
学

水
産
の
生
態
学

科
学
英
語

種
苗
生
産
技
術
論

魚
類
生
態
学

種
苗
生
産
技
術
論

専
門
応
用

科
目

氷
海
の
生
態
学

水
圏
生
物
化
学

水
圏
生
物
化
学

水
圏
生
物
化
学

水
圏
生
物
化
学

水
圏
生
物
化
学

水
圏
資
源
学

氷
海
の
生
態
学

氷
海
の
生
態
学

氷
海
の
生
態
学

魚
病
学

氷
海
の
生
態
学

魚
病
学

魚
病
学

魚
病
学

水
圏
資
源
学

魚
病
学

水
圏
資
源
学

水
圏
資
源
学

水
圏
資
源
学

水
圏
資
源
学

他
学

科
科

目
経
営
組
織
論

財
務
諸
表
分
析

環
境
共
生
論

社
会
調
査
論

環
境
共
生
論

社
会
調
査
論

財
務
諸
表
分
析

農
業
経
営
経
済
論

動
物
飼
養
管
理
学

現
代
経
済
学

環
境
共
生
論

流
通
シ
ス
テ
ム
論

流
通
シ
ス
テ
ム
論

野
生
動
物
保
全
学
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食
香
粧
化
学
科
　
履
修
モ
デ
ル
　
＜
自
分
の
目
指
す
コ
ー
ス
の
科
目
を
参
考
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
＞

※
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
選
択
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
る
。

※
教
員
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
教
職
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
卒
業
要
件
単
位
数
を
満
た
す
に
は
、
上
記
の
履
修
モ
デ
ル
以
外
に
も
必
修
・
選
択
必
修
・
選
択
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス

研
究
・
技
術
職

営
業
職

公
務
員

教
員（
理
科
）

大
学
院
進
学

開
講
区
分

概
　
 要

食
品
・
化
粧
品
・
香
料
企
業
に
お
い
て
品
質

管
理
な
ら
び
に
製
品
の
製
造
・
開
発
の
で
き

る
人
材
の
育
成

食
品
・
化
粧
品
・
香
料
企
業
に
お
い
て
化
学

の
知
識
を
生
か
し
た
技
術
営
業
が
で
き
る
人

材
の
育
成

国
お
よ
び
地
方
自
治
体
が
抱
え
る
食
料
・
健

康
・
環
境
問
題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成

理
科
教
諭
に
お
け
る
幅
広
い
知
識
と
教
養
を

身
に
付
け
た
人
材
の
育
成

大
学
院
に
お
け
る
高
度
な
教
育
・
研
究
に
適

応
で
き
る
人
材
の
育
成

総
合
教
育
科
目

導
入

科
目

ス
ポ
ー
ツ
関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

課
題
別
科
目

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

就
職
準
備
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

外
国
語
科
目

実
用
英
語
科
目

実
用
英
語（
一
）、（
二
）

実
用
英
語（
一
）、（
二
）、（
四
）

実
用
英
語（
一
）、（
二
）、（
四
）

実
用
英
語（
三
）

実
用
英
語（
四
）

初
修
外
国
語
科
目

専
門
教
育
科
目

人
文
科
学
分
野
科
目

倫
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

倫
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

倫
理
学

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

社
会
科
学
分
野
科
目

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

自
然
科
学
分
野
科
目

地
学

物
理
学

物
理
学

専
門
共
通
科
目

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

産
業
気
象
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

専
門
基
礎
科
目

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

物
理
化
学

物
理
化
学

物
理
化
学

物
理
化
学

物
理
化
学

専
門
応
用
科
目

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

官
能
評
価
学

官
能
評
価
学

官
能
評
価
学

官
能
評
価
学

官
能
評
価
学

香
気
分
析
学

香
気
分
析
学

香
気
分
析
学

香
気
分
析
学

香
気
分
析
学

薬
理
学

薬
理
学

薬
理
学

薬
理
学

薬
理
学

総
合
化
科
目

科
学
英
語

コ
ス
メ
＆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
実
習

コ
ス
メ
＆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
実
習

科
学
英
語

科
学
英
語

コ
ス
メ
＆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
実
習

食
香
粧
品
機
能
学

食
香
粧
品
機
能
学

コ
ス
メ
＆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
実
習

コ
ス
メ
＆
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
実
習

食
香
粧
品
機
能
学

食
香
粧
品
機
能
学

食
香
粧
品
機
能
学

他
学

科
科

目
作
物
学（
北
農
）

作
物
学（
北
農
）

作
物
学（
北
農
）

作
物
学（
北
農
）

作
物
学（
北
農
）

生
物
産
業
経
営
史（
自
然
）

生
物
産
業
経
営
史（
自
然
）

生
物
産
業
経
営
史（
自
然
）

生
物
産
業
経
営
史（
自
然
）

生
物
産
業
経
営
史
（
自
然
）
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※
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
選
択
必
修
科
目
は
含
ま
れ
て
い
る
。

※
教
員
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
教
職
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
卒
業
要
件
単
位
数
を
満
た
す
に
は
、
上
記
の
履
修
モ
デ
ル
以
外
に
も
必
修
・
選
択
必
修
・
選
択
科
目
を
履
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
然
資
源
経
営
学
科
　
履
修
モ
デ
ル
　
＜
自
分
の
目
指
す
コ
ー
ス
の
科
目
を
参
考
に
履
修
し
て
く
だ
さ
い
＞

コ
ー
ス

一
般
企
業
等（
含
む
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
）

生
物
産
業（
含
む
一
次
産
業
後
継
者
）

公
務
員
等
団
体
職
員

教
　
員（
社
会
・
公
民
）

大
学
院
進
学

開
講
区
分

概
　
 要

食
品
、
流
通
、
観
光
、
情
報
関
連
な
ど
の
分

野
で
、
環
境
対
策
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
も
携
わ

る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
生
物
産
業
の
分
野

に
携
わ
る
人
材
及
び
後
継
者
と
な
る
人
材
の

育
成

国
家
・
地
方
公
務
員
、
協
同
組
合
、
N
P
O

な
ど
に
お
い
て
、
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興

に
携
わ
る
人
材
の
育
成

中
学
校
(社
会
)、
高
等
学
校
(公
民
)の
教
員
を

目
指
す
学
生
を
対
象
と
す
る

大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
学
生
を

対
象
と
す
る

総
合
教
育
科
目

導
入

科
目

ス
ポ
ー
ツ
関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
一
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
二
）

課
題
別
科
目

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

特
別
講
義（
一
）～
（
四
）

就
職
準
備
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
一
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン（
二
）

外
国
語
科
目

実
用
英
語
科
目

実
用
英
語（
一
）、（
二
）、（
三
）

実
用
英
語（
三
）

実
用
英
語（
四
）

実
用
英
語（
四
）

実
用
英
語（
四
）

初
修
外
国
語
科
目

専
門
教
育
科
目

人
文
科
学
分
野
科
目

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
・
心
理
学

北
方
地
域
の
歴
史
と
文
化

倫
理
学

倫
理
学

社
会
科
学
分
野
科
目

法
律
学

経
済
学

日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法

経
済
学

経
済
学

経
済
学

法
律
学

経
済
学

自
然
科
学
分
野
科
目

生
物
学

生
物
学

数
学

数
学

数
学

学
科
専
門
科
目

専
門
共
通
科
目

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
(二
)

産
業
気
象
学

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
(二
)

専
門
基
礎
科
目

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

統
計
学

社
会
調
査
論

生
物
産
業
経
営
史

社
会
調
査
論

社
会
調
査
論

社
会
調
査
論

現
代
経
済
学

環
境
共
生
論

地
域
観
光
論

現
代
経
済
学

現
代
経
済
学

専
門
応
用
科
目

財
務
諸
表
分
析

地
域
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
論

環
境
経
済
政
策
論

地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論

地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論

地
域
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
論

環
境
経
済
政
策
論

地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論

地
域
産
業
創
成
学

空
間
情
報
シ
ス
テ
ム
論

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
論

農
業
経
営
経
済
論

地
域
産
業
創
成
学

地
域
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
論

地
域
産
業
創
成
学

経
営
組
織
論

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
論

科
学
英
語

管
理
会
計
論

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
論

流
通
シ
ス
テ
ム
論

地
域
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
論

他
学

科
科

目

水
産
経
営
学

原
料
学

水
産
の
法
律
学

食
香
粧
化
学
概
論

官
能
評
価
学

資
源
植
物
学

水
産
経
営
学

水
産
経
営
学

北
方
圏
農
学
概
論

水
産
経
営
学

土
壌
肥
料
学

海
洋
水
産
学
概
論
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2026年度の時間割は
学生ポータル内の掲示にて
お知らせいたします。
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オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

２
号
館

本
部
棟

図
書
館

バ
ス
停

ロ
ー
タ
リ
ー

食
品
加
工

技
術
セ
ン
タ
ー

１
階
：
オ
ホ
ー
ツ
ク
 

イノ
ベー
ショ
ンベ
ース

２
階
：
売
店
　
　

１
階
：
第
二
食
堂

体
育
館

８
号
館

５
号
館

11
号
館

学
生
会
館

大
講
義
室

【
２
号
館
】

　
１
階
　
大
講
義
室

　
２
階
　
2−
20
1〜
20
4教
室

　
３
階
　
2−
30
2〜
30
6教
室

　
　
　
　
AV
教
室

　
　
　
　
学
術
情
報
課
程
演
習
室

　
　
　
　
教
職
課
程
演
習
室

【
11
号
館
】

　
１
階
　
11
−
10
1教
室

　
２
階
　
11
−
20
1教
室

　
３
階
　
学
生
実
験
室

本
部
棟
１
階
　
学
生
教
務
課
・
総
務
課【
８
号
館
】

　
１
階
　
生
物
実
験
室
　
化
学
実
験
室

　
２
階
　
8−
20
1〜
20
4教
室

　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
課

　
　
　
　
入
学
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
8−
30
1〜
30
2教
室
、
C
P実
習
室
、
演
習
室

　
４
階
　
8−
40
1〜
40
2教
室



学
 科

　
　

　
　

　
　

　
年

 次
 　

　
　

　
　

　
　
授

　
業

　
時

　
間
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